
６２
　
も
の
に
当
た

っ
て
も
の
に
触
れ
ず

古
徳
云
う
、

「
竹
影
、　

階

を
掃
う
も
塵
動
か
ず
、

月
輪
、

沼
を
穿

つ
も
、

水

に
痕
無
し
」
と
。

吾

が
儒
云
う
、

「
水
流
、

急
に
任
せ
て
、

境

常

に
静
か
に
、

花
落

つ
る
こ
と
頻
り
な
り
と
難
ど
も
、

意

自
ず
か
ら
閑
な
り
」
と
。

人
、

常

に
此
の
意
を
持
し
て
、

以
て
事
に
応
じ
物
に
接
せ
ば
、

身
心
何
等

の
自
在
ぞ
。

古
徳
云
、

竹
影
掃
レ
階
塵
不
レ
動
、

月
輪
芽
レ
沼
水
無
レ痕
。

吾
儒
云
、

水
流
任
レ急
境
常
静
、

花
落
難
レ頻
意

自
閑
。

人
常
持
二
此
意
一
以
応
レ事
接
レ物
、

身
心
何
等
自
在
。

〔語
義
〕

①
古
徳
云
う
―
古
徳
は
北
宋
代
の
禅
僧
雲
峰
志
塔
の
こ
と
。

偶
は

『嘉
泰
普
灯
録
』
（巻
人
）
『五

灯
会
元
』
（巻
十
六
）
の
伝
中
に
見
え
る
が
、

「
月
輪
、

沼
を
穿
つ
も
」
が

「
月
、

渾
底
を
穿
つ
も
」
に
な
っ

じ
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し

よ

う

よ

９ヽ

て
い
る
。

○
吾
が
儒
云
う
―
吾
が
儒
は
北
宋
代
の
都

死
の
こ
と

（後
集
、

第
５７
段
参
照
）。
句
は

「
天
津
感

事
」
と
題
す
る
二
十
六
首
の
中
の
句

（
『伊
川
撃
壌
集
』
巻
四
）。
○
何
等
の
―
な
ん
と
ま
あ
…
…
で
あ
る
こ

と
よ
。

〔訳
文
〕

古
え
の
名
僧
は
、

「
竹
の
影
が
階
段
に
映
り
、

そ
こ
を
掃
き
払
う
よ
う
に
し
て
も
、

階
段
の
塵
は
少

し
も
動
か
ず
、

月
の
光
が
池
の
水
を
つ
き
破

っ
て
い
る
よ
う
に
映
っ
て
い
る
が
、

水
に
月
の
痕
跡
を
残
す
こ

と
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、

わ
が
儒
者
は
、

「
水
の
流
れ
は
激
し
い
が
、

そ
の
激
し
い
水
の
流
れ
に

ま
か
せ
き
っ
て
い
れ
ば
、

そ
の
境
地
は
い
つ
も
静
か
で
あ
り
、

ま
た
、

花
が
し
き
り
に
落
ち
て
万
物
は
変
化

し
て
や
ま
な
い
け
れ
ど
も
、

そ
の
自
然
の
様
子
を
見
て
い
る
心
は
、

お
の
ず
と
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
」
と
言
っ

て
い
る
。

人
は
い
つ
も
、

こ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
も
っ
て
物
事
に
当
た
っ
た
り
人
に
接
し
た
り
し
て
い
れ
ば
、

な
ん

上
身
ｂ
心
―，
山
山
山
在
で
あ
る
こ
と
か
。
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